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ジェイテクトグループ

行動規範



この行動規範は、皆さんの活躍を支えるValue（価値観）である「Yes for All, by All！

-みんなのために、みんなでやろう- 」を解説し、一人ひとりの具体的な行動に落とし込んでいただくため

に策定しました。

「技術をつなぎ、地球と働くすべての人を笑顔にする」というMission（使命）を全うし、

ジェイテクトが成長し続けるためには、社員である皆さん一人ひとりの活躍が欠かせません。

皆さんの活躍にあたって判断に迷うときや、考え方の基本を確認したいときには、

ぜひこの行動規範を手に取ってみてください。

「Yes for All, by All！」を実践し、Mission、Visionを実現するための道しるべがここに示されています。

私は、一人ひとりの“人の力”こそが、ジェイテクトがソリューションプロバイダーとして社会に貢献し、

社会とともに成長する未来を創る原動力だと信じています。

一人ひとりが安全に、いきいきと仕事に取り組み、その成果が誰かの喜びにつながる  ―

その循環によって、自身と仕事に誇りを持てる企業風土を、皆さんとともに育んでいきたいと思います。

ジェイテクトグループの皆さんへ

トップメッセージ -行動規範で実現したいこと-

取締役社長
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イントロダクション



ジェイテクトは、光洋精工と豊田工機という歴史ある２つの会社が基礎となり、それぞれの

優れた技術力やモノづくりへの想いを受け継ぎ、強みを融合させることで成長してきました。

これからもジェイテクトが社会から信頼され、社会に貢献していくためには、ジェイテクトが目指す

Mission、Visionの実現のため、私たち一人ひとりが「Value」をもとに“何が正しいか”を問い

続けることが大切です。

また、私たち一人ひとりが、互いの個性や考えを尊重し、共に考え、行動することが社会に

貢献するための第一歩です。

仕事の中で判断に迷ったときや、進むべき方向を確かめたいときに、ぜひこの行動規範を

手に取り積極的に活用してください。

1-1. 行動規範とは

イントロダクション

Q.就業規則との違いは？

就業規則は法律に基づいて定められた社員の労働条件や職場のルール

を明確にしたものです。

一方、行動規範は、MVVの中のValueを行動に落とし込むための考え方

や行動をまとめた手引きです。ジェイテクトグループの一員としての心構え、

正しい判断のよりどころとして、ジェイテクトを良くしていくためのものです。

Q.行動規範はどう使うの？

仕事の中で判断に迷ったとき、“正しい仕事とは何か”を考えるためのヒント

として活用してください。個人での活用に加え、職場での対話ツールとしての

活用も期待しています。詳しくはP5で解説しています。

また、具体的なアクションが知りたいときは、グローバル・コンダクト・ガイドラ

インを活用ください。グローバル・コンダクト・ガイドラインについてはP6で解説

しています。

私たちの価値観(Value)を日々の行動に落とし込むための「手引き」
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Mission、Visionの詳細はP19-20をご覧ください



おかしいと思うとき、誰にも相談できないとき

1-2. 行動規範の使い方

イントロダクション

日々の業務の中で困ったときや判断に迷ったときは、この行動規範を読み返してみてください。

例）「業務の方向性に疑問を感じるとき」「職場内で意見が割れたとき」など、行動規範を読み返してみる。

行動規範を用いて、上司や仲間と対話しましょう。

例） 「この件、行動規範の〇〇に照らすとどう思う？」と、共通の価値観をもとに話し合うことで

 ジェイテクトグループの一員としての行動を見つめなおし、誠実な対応を再確認する。

具体的な行動のお手本が必要なときは「グローバル・コンダクト・ガイドライン」を見てみましょう。

例） 判断に迷って行動規範を読んでも、解決策に自信を持てない場合は、より具体的な行動が記載されている

   グローバル・コンダクト・ガイドラインを見てみる。

Step.1

Step.2

Step.3
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誰にも相談できないとき、もしくは上司や仲間の行動に疑問を感じたときには、ためらわず以下のように声をあげてください。

仲間の行動に疑問を感じたとき →まずは上司に相談する。

 上司の行動に疑問を感じたとき →他部署のリーダー（“ナナメの上司”）など、信頼できる人に相談する。

     それでも解決せず、コンプライアンス違反の疑いがあるとき →相談窓口に報告、相談する。

コンプライアンス違反（不正など）に対して声をあげることが、会社、お客様、そして自分自身を守ることにつながります。

相談内容の秘密は守られ、相談者が不利益を受けることはありません。安心してご相談ください。



1-3. 行動規範とグローバル・コンダクト・ガイドライン

イントロダクション
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グローバル・コンダクト・ガイドラインとは、行動規範を補完するもの

▼具体的なアクションに悩む場合 ▼グローバル・コンダクト・ガイドラインが具体的なアクションを示す

行動規範は、仕事をするうえで「何が正しいか」を考えるための考え方、心構えを示すものであり、判断に迷ったときの道しるべ

となります。一方、グローバル・コンダクト・ガイドラインは、ジェイテクトグループの社員として取るべき具体的なアクションを示した

ものです。

自分自身で考え、仲間との対話を重ねても、具体的なアクションに悩む場合、グローバル・コンダクト・ガイドラインは具体的な

アクションを示し、正しい行動へ導く役割を担います。

具体的な行動を提示



行動規範を深く理解し

自ら率先して行動規範に沿って行動する

MVV、中期経営計画、方針、自分のチームの

役割を理解し、メンバーと共有する

一緒に働く仲間に対し行動規範の実践を促し、

日ごろからアドバイスやサポートを行う

仲間からの相談事や意見に真摯に耳を傾け

コミュニケーションが活発に行われる環境をつくる

行動規範は、役職に関係なく、ジェイテクトグループのすべての役員、社員が守るべきものです。

私たち全員が行動規範に沿って行動することが、ジェイテクトの信頼を支える土台になります。

加えて、役員やライン長の皆さんは、“お手本”となることが期待されています。

役員やライン長の皆さんは、自らが率先して行動規範を実践しチームに根付かせるとともに、メンバーの声に耳を傾け

安心して意見を言える環境を整える重要な役割を担っています。

職場で万が一問題が発覚した場合には

速やかに問題解決と再発防止に取り組む

率先垂範（そっせんすいはん） 日常的な助言とサポート

安心・信頼の対話環境 真摯かつ適切な対応

相談事や意見によっては、必要に応じて専門

部署や各種相談窓口に適切に相談する

迅速な問題解決と再発防止

ジェイテクトグループの“全員”が守るべきもの

役員、ライン長への6つの期待

会社とメンバーの橋渡し

1-4. 行動規範は誰が守るべきもの？

イントロダクション
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「Value」を日々の仕事で実践するために



私たちのValue Yes for All, by All！ -みんなのために、みんなでやろう-

「技術をつなぎ、地球と働くすべての人を笑顔にする」というジェイテクトの

Missionを現実のものとするためには、社員一人ひとりのたゆまぬ努力が

欠かせません。

その努力を正しく行うための“道しるべ”がValueです。

一人ひとりが努力しているつもりでも、目的や方向がバラバラでは会社としての

力を十分に発揮できません。

「みんなのために、みんなでやろう」という思いのもと「全員参加」で協力し合い、

社員一人ひとりが当事者意識を持って「本気」で考え、活発な「対話」を

重ねて「絶え間無い改善」で前進していきましょう。

私たちは広がり続ける未来のために「地球、世の中、お客様」に貢献し、

その先にある人々の幸福と豊かな社会を創ります。

Yes for All, by All！ -みんなのために、みんなでやろう-

この後のP10～P14で、Valueに沿った具体的な行動について解説します。
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by AllYes

for All

「Value」を日々の仕事で実践するために



人の生活は、安定した豊かな地球環境のうえに成り立っています。Missionでは、

豊かな地球環境の維持、回復に貢献する想いを、 “地球を笑顔にする”と表現

しました。社会への貢献のため、地球環境を守ることは欠かせません。

Q. 日々の中で「地球のためにできること」は何でしょうか？

2-1. 地球のため・世の中のため・お客様のため

誰(何)のためにジェイテクトは存在する？

ジェイテクトは、お客様はもちろん、仕入先や代理店などサプライチェーン上の

パートナー、応援してくださる地域社会や株主の方々、そして社員一人ひとりに

支えられています。ジェイテクトも、こうした世の中の人々を支え、“働くすべての

人を笑顔にする”ことで、社会とともに成長したいと考えています。

Q. あなた（個人、部署、ジェイテクト）の仕事は、どのように世の中（社会）と繋がって

 いるでしょうか？

ジェイテクトは、これまで培ってきた技術をつなぎ、お客様に喜ばれる製品、サービス

を生み出し続けることで存在することができます。

私たちはお客様との対話を通じて課題や真のニーズを引き出し、ジェイテクトの技術

や知見、知識を柔軟に組み合わせることで、最適なソリューションを共創します。

Q. あなたの一つひとつの仕事の「お客様（後工程を含む）」は誰でしょうか？

地球
のため

「Value」を日々の仕事で実践するために

世の中
のため

お客様
のため
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ジェイテクトは、多様な人財がそれぞれの個性や強みをつなぎ、

互いに尊重し合い、協働することを大切にしています。

人には得意、不得意があり、考え方や価値観もさまざまです。

だからこそ、一人ひとりが好奇心を持ち自分の“やりたいこと”や“できること”を

考え、仲間とともに同じ方向を目指して進んでいくことが、ジェイテクト全体の

力になります。

「全員参加」とは、役職や部門、地域を超えて知恵を持ち寄り、

互いに補い、支えあいながら全員が活躍し、挑戦し続ける姿勢です。

誰もが主体性を持ち、前向きにチャレンジできる職場を共につくりましょう。

2-2. 全員参加

一人ひとりの個性や強みが、会社の力に

Q. あなたがジェイテクトで「やりたいこと」、お客様や仲間のために「できること」は何でしょうか？

Q. 「みんなでやる」気持ちが「誰かがやるだろう」に変わってしまった経験はありませんか？
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「Value」を日々の仕事で実践するために



2-3. 本気

本気の取組みは、あなたのすぐそばにある
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「Value」を日々の仕事で実践するために

私たちは、一人ひとりが“当事者意識”を持ち、「本気」のバトンをつなぐことで

チームで大きな成果を生み出します。

「本気」とは、大きな壁に挑むことだけではありません。

目の前の仕事に真摯に向き合い、仲間や自分のために業務を工夫することも

本気の取組みです。

また、その過程で訪れる“変化”を楽しむ心が、本気の取組みを後押しします。

あなたの本気の一歩が職場から会社全体へ広がり、ジェイテクトの成長を支える

大きな力となります。

自分と仲間の本気を信じ、互いに応援しあい、常に前進し続けましょう。

Q. あなたは、どんなときに満足感や達成感を味わいましたか？ そのとき、どんな気持ちで取り組んでいたでしょうか？

Q. あなたは、仲間の本気の取組みに 「いいね！」 と言えていますか？



2-4. 対話

信頼を育むコミュニケーション
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「Value」を日々の仕事で実践するために

ステークホルダー：

企業活動において、直接的または間接的に影響を与える利害関係者のことをいいます。

具体的には、お客様、株主、投資家、仕入先や委託先・共同開発先あるいは販売店といった

バリューチェーン、地域社会/国際社会などが該当します。

また、私たち社員も会社のステークホルダーのひとりです。

私たちは「対話」を通じて、自分とは異なる考えや視点に触れ、

日々の仕事に新たな気づきを得ることを大切にします。

時には組織の枠を越え、仲間と語り合うことで、自身の思い込みに気づき、

新たな発想が生まれ、より良い成果や成長につながります。

さらに、社外のステークホルダー（お客様、株主、仕入先、地域社会など）との対話は、

ジェイテクトを客観的に見つめ直す機会となり、社内では得られない学びを

もたらします。

「対話」とは、自分の考えや事実を相手に誤解のないように伝えたうえで、

相手の考えや視点を受け入れ、ともにより良い答えを見つけていくことです。

一人ひとりが「対話」を実践することで新しい発想を形にしていきましょう。

Q. あなたの職場には、”正しい仕事”のやり方について、話し合う習慣がありますか？

Q. 新しいことを始めるときや仕事のやり方を変えるとき、客観的な視点（他社ベンチマークや専門家の知識等）を用いていますか？



2-5. 絶え間無い改善

改善し続け、やり遂げる文化を築く
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「Value」を日々の仕事で実践するために

改善にゴールはありません。

“もっとよくできないか？”と問いつづけ、発見した課題に対して改善を重ね、

やり遂げて、さらに次の目標に進むことで、人も会社も成長していきます。

昨日より今日、今日より明日、より良い仕事に挑戦し続け、一人ひとりが成長

することがお客様や仲間の笑顔につながり、ジェイテクトの競争力となります。

業務の中で失敗や間違いが発生した際には、まず立ち止まり、現地現物で

事実確認を行い、真因を明らかにしたうえで改善と再発防止に取り組みます。

成功も失敗もすべての経験を無駄にせず、より良い仕事へつなげ、

途中で諦めない“やり遂げる”文化を根付かせることが、

ジェイテクトの「絶え間無い改善」の姿勢です。

Q. お客様（後工程を含む）にどんな”価値”を提供できていますか？ あなたは誰に貢献できていますか？

Q. あなたの職場に”やり遂げる文化”はありますか？ 最後までやり遂げるために何が必要でしょうか？ 



命に直結する製品をつくる企業として



安全・品質
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「安全」と「品質」を守るために、以下の3つは徹底して守りましょう。一人ひとりの行動が命を守ることにつながります。

①決められたルールの遵守 ②作業手順の遵守 ③異常時は「止める」ことの徹底

私たちが守るべき3つのこと

命に直結する製品をつくる企業として

「安全」と「品質」を守ることは、命を守ること

命に直結する製品づくりに欠かせないものが「安全」と「品質」であり、

ジェイテクトグループの中で関係のない社員は一人もいません。

安全で安心して働ける職場があってこそ、品質は守られます。

安全は、私たち一人ひとりと仲間の命を守る大切な基盤です。

また、品質は、単に製品の性能や精度を示すものではなく、

お客様の安全(命)を守るためのものでもあります。

「安全」と「品質」を守ることは、命を守ることにつながります。

ルールや作業標準は守ることが目的ではなく、

「安全」と「品質」を守るためにあるものだということを忘れないでください。



事故に遭遇した際は、負傷者の救護、救急車・警察への連絡、会社・保険会社への速やかな報告を行います。

加害者となった場合は、警察の事情聴取に素直に応じ、誠意を持って被害者への補償にあたります。

交通安全

万一の事故時の対応
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命に直結する製品をつくる企業として

交通ルール遵守と事故防止で、命と信頼を守る

自動車産業に関わる企業の一員として、社会の誰もが健康で安全な生活を

送れるよう、私たちは交通ルール遵守の徹底と事故防止に最善を尽くします。

“これくらいなら大丈夫だろう”という一瞬の油断が人の命を奪ってしまうかも

しれません。そして、その一度の過ちが平穏な日常を壊し、人生を狂わせること

さえあります。

私たちは、飲酒運転、暴走運転、無免許運転などの危険行為は絶対に

しません。万が一、悪質な交通違反がある場合には、会社はそれを容認せず

厳正に対処することを覚えておきましょう。

私たちが「交通安全」に取り組むことは、社会的責任であり、企業の信頼を

守ることに繋がります。このことを深く心に刻み、日々行動しましょう。



ジェイテクトのMissionとVision



ミッション

存在意義、使命

技術をつなぎ、地球と働くすべての人を笑顔にする

Missionの「技術をつなぎ」という言葉は、社名である

JTEKTの“J”に込められたJoint（つなぐ）、“TEKT”の元で

あるTekton（技術を持つ人）から来ています。

培ってきた私たちの技術力を活かしてこそ社会に貢献でき

るモノづくり企業として、技術を通じて社会に貢献し、人々

に豊かさと喜びをもたらします。

「働くすべての人」とは、社会をより良くしようと懸命に働

く人々のことです。

誰もが幸せな社会の実現のため、このような人々を応援

することはジェイテクトの使命です。

誰もが誰かの笑顔のために働く社会で、

その働く人々を笑顔にできる製品や

サービスを提供することが、社会全体の

幸福につながると私たちは信じています。

ジェイテクトのMission（存在意義、使命）

参考資料

Q. 「技術をつなぎ」に込められた思いとは？ Q. 「働くすべての人」はどのような人？

Mission
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Vision
ビジョン

目指す姿

モノづくりとモノづくり設備でモビリティ社会の

未来を創るソリューションプロバイダー

Mission を実現するために、自動車だけでなく電車や航空機、それらを支えるエネルギー、ITなど幅広い分野に対し

私たちの技術力とともにソリューションを提案できる存在であり続けるという覚悟が Visionに込められています。

モノづくりで社会に貢献するためには、

モノ自体の性能、品質に加えて、お客様のニーズに

合わせる必要があります。

お客様それぞれの事情や困りごとを理解し、解決

策となる製品、サービスを提供するのが、

ソリューションプロバイダーです。

モビリティ（Mobility:自由に動けること/もの）は、

自動車だけではありません。

ジェイテクトでは、”モビリティ社会“を

「人やモノ、情報がより自由に移動できる社会」

と、位置づけています。

ジェイテクトのVision（目指す姿） -JTEKT Group Vision 2030-

参考資料

Q. ソリューションプロバイダーとは？ Q. モビリティ社会とは、どのような社会？
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